
住宅の断熱リフォームが高齢者の健康に影響することを明らかにしました：4年間の実証実験  

主催：健康長寿住宅エビデンス取得委員会 
    一般財団法人ベターリビング 
後援：国土交通省、厚生労働省 
 
※ＣＰＤ認定プログラム 

平成23年度より4年間に亘り、39軒53人を対象として、実際に高齢者がお住まいになられている
築20年以上の住宅を断熱リフォームし、改修前と改修1年後の健康指標の変化を検証しました。 
第一部では、医学及び建築の学識者より、科学的な実証実験結果をもとに、「暖かな住宅は、高
齢者の健康に良い」ことを報告します。 
第二部では、実証実験成果を踏まえ、健康向上に資する断熱リフォームを広めるために必要なこ
とがらについてパネルディスカッション形式により議論します。 
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平成 
２７年 
１３時１５分～１６時３０分 
（開場１２時４５分） 

定員200名。参加費無料。 
先着順・事前登録制 
entry35@cbl.or.jpへ、「ご所属」「参加人数」「参

加者全員の氏名・ふりがな」「住所」「連絡先電
話番号」「メールアドレス」を送信ください。 
FAXの場合は、裏面に記入の上03-5211-1056へ。 

３月5日(木) 

住宅金融支援機構 本店１階 

 
 
 東京都文京区後楽 1-4-10 

すまい・るホール 

このイベントは、「リフォー
ムで生活向上プロジェクト
（後援：国土交通省・経済産
業省）」の趣旨に賛同して開
催するものです  

●プログラム（敬称略） ※変更の可能性があります 

12：45 受付開始 

13：15 開会あいさつ 

13：35 第一部 実証実験成果の報告（75分） 
高橋 龍太郎（地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター研究所 副所長） 
齋藤 宏昭 （足利工業大学 工学部 創生工学科 建築・社会基盤学系 准教授） 
小川 まどか（北海道大学大学院工学研究院空間性能システム部門環境人間工学研究室 特任助教） 

モデレーター：安達 功（日経BP社 日経BPインフラ総合研究所長 執行役員）  

15：05 第二部 実証実験成果をどう評価するか～パネルディスカッション～（80分） 
◆コーディネーター 
坂本 雄三 （独立行政法人 建築研究所 理事長） 
◆パネラー 
高橋 龍太郎（地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター研究所 副所長） 
都築 和代 （独立行政法人 産業技術総合研究所 ヒューマンライフテクノロジー研究部門 環境適

応研究グループ グループ長） 
小山 貴史 （一般社団法人ＪＢＮ 環境委員会副委員長） 
安達 功       （日経BP社 日経BPインフラ総合研究所長 執行役員）  
厚生労働省 健康局 がん対策・健康増進課 担当官 
国土交通省 住宅局 住宅生産課 担当官 

16：25 閉会  
 

お問合せ:一般財団法人ベターリビング サステナブル居住研究センター 
                     担当：瀧口・永野    電話：03-5211-0585（受付時間：平日9：30～17：30）     email :  slc@cbl.or.jp 
 



「住まいと健康」を考えるシンポジウム～実証実験成果報告会～参加申込書  

お申し込みは下記宛てにemailまたはFAXしてください。 

FAX 03-5211-1056 email entry35@cbl.or.jp 

   ふりがな 

お名前（代表者） 

所属・役職名 

ご連絡先 
〒 

TEL                     FAX 

参加者ご氏名・ご所属 

ご氏名 ご所属 

参加人数  （代表者含め） 
計          人 

必要事項をご記入の上、下記の番号宛にemailまたはFAXしてください。 CPDを申請される

方は、当日受付
にCPD番号をお
知らせください 

会場地図 

個人情報は、本シンポジウムを円滑に実施するために必要な場合に限って利用します｡ 

住宅金融支援機構本店1F 

すまい・るホール 


